
上げます。

岡山 隆 時問もあり ませんので節

単なことを申 し上げさ してもらい ます。

競争政策， 産業政策という問題が出まし

たが，産架樅造政策を実施していく具体

的な手段の問題， たとえばヨ ーロ ッパ開

発払金やヨ ーロッ パ投賓銀行の活動など

を教えて碩ければ有雌かったと思います。

荒川弘 まだ御質問もあると思い

ますが片山さんに締め括りとして一言。

片山謙二 今日の全体討論では問題

が随分た＜さん出ま して， 競争政策， 産

業政策についてどういう点に問題がある
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かについては，これで大体出つくしたの

ではないかと思います。それに対する結

論と して出たものは， 必ずしも多く ない

かも知れませんが， 問題の所在が明らか

になったという こ とは評価されてよいと

思います。 共通論姐に関する各報告も有

慈義だったし． それをめぐって専門の述

った各領域から非祁に活発に御慈見が出

された点で今回のツソボジウムは大成功

であっ たと思います。 どうも有難う ござ

いました。

（文沢紺集者）

学会記事

日本EC学会の設立

東京及び関西を中心にしたEC についての研究会が母体となって「EC研究者大会」

が叫かれる よ うになって 5 年目を迎えた。 1980年） 1 月 8~9 両日，立命館大学で開か

れた第 5 回EC研究者大会はEC学会設立大会となった。

創立時に申込みのあった会員は 163 名で法律， 政治， 経済， その他の分野からEC

を研究する研究者の染まりで， 社会科学の全領域にわたるユニ一 クな学会である。会

且は又大学に紐をおく者の他に実業界， ジャーナリストの会且が参加していることも

特徴で， ECについて ， あらゆる角度からの研究の発展が期待されるだろう。初代理

事長は片山謙二教授が選任されたが， 他の役員は別記の通りである。なお， 学会の事
務局は学会規則附屈の申し合せ事項参照の こ と。

第 1 回研究報告全国大会 （第 5 回EC研究者大会として開栞）
第 1 回研究報告会は 1980 年） 1月 8~9 両日，立命館大学衣笠学舎で開かれた。出席

者は全国から 100 名近い研究者が参集して盛大であっ た。大会第）日目の午後は，イ プ
ラッセルからこの大会のために特に来日 されたドナルド ・ アレ｀ノ氏 (EC委只会本部法制

総局首）席顧11..1) が「国際エネルギー協力における EC活動の法的諸問題」と題して特別

購函を行ない， 又駐日 EC委員会代表部のアレスク ー• サッ ト ソー等困記官も「E C

の対外政策の法的側面」というテーマで購油し， 日 欧経済関係についての言及があっ

た。 こ のあと ， これらのゲストをもまじえて中川会館で懇親会が開かれ第 1 回の学会
にふさわしい盛況であっ た。第 2 日 目は主と して共通テーマでのツソボジウムで， ぃ

ずれも盛会裡に終っ た。本大会の報告及び ンヽソポジウムのフ・ ロ グラムは以下の通り。

第 1 日 ( 11月 8 日）

午前 の部

く自由論題＞

（プ ロ グラ ム）

(1) ヨ ー ロッ パ議会の予箕決定権の拡大について

司会者金丸輝男 （同志社大学）

報告者福田耕治（同志社大学）
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(2) Ei\15 の成立と問題点

午後の部
(3) EC主要機閲の権限関係

(4) 

司会者

報告者

奥村茂次（大阪市立大学）

田中素呑（下関市立大学）

司会者香西茂（京都大学）

報告者小室程夫（防衛大学校）

特別諧邸 司会者 内田勝敏（同志社大学）
国際エネルギー協力における EC活動の法的賭問題

報告者

E Cの対外政策の法的側面

D.W. アレン (E C 委且会）
法制総局首席顧t:JJ

日本 EC学会規約

報告者

第 l 章 総 則

A. 

第 2 日 ( 11月 9 日）

午前の部

く自由論題つづき＞

(5) 第 2 次ロメ協定締結交渉過程の分析

――Tti北問題の祝点から一一

司会者

報告者

く共通論閣〉 (EC の競争政策と産業政策）

座 長

(1) 

(2) 

EC における公正な競争（問題提起）

国の援助と競争維持

午後の部

(3) EC における競争と産業政策

(4) EC における競争と産業構造調整

(5) 全体討論

第 2 条

第 1 条 （名称） 本会は，日本EC学会（英文名称は The Japan Association of E 

C Studies) と称する。

（事務所） 本会の事務所は理事会の定めるところに匠く。

第 2 卒 目的および事業

サットン（駐日 E C 委且会代表部）

南 町'f (侶州大学）

大隈宏（成城大学）

荒川 弘（成城大学）

片山瞭二（福山大学）

山手治之（立命館大学）

片山瀧二（福山大学）

根岸哲 （神戸大学）

第 3 条 （ 目 的） 本会は， EC (ヨーロッバ共同体）の研究の促進およびその研究者

の相互の協力の推進を目的とし， あわせて内外の学会との連絡および協力を図るも

のとする。

第 4 条 （事業） 本会は前条の目的を逹成するため，下記の事業を行う。
I. 研究会および諧油会のllf:1 /l!i

2. 研究者の述絡および協力

3. 機関誌その他出版物の刊行

-1. 内外学会との辿絡および協力

5. 以上に掲げるもののほか，理事会が適当と認める事項

第 5 条 （会員の安格）

第 3 章

EC を研究し ，

会 員

またはこれに関連する研究に従事するものは

本会会且となることができる。

第 6 条 （入会） 会員になろうとする者は理事会に入会を申請し， その承諾をうけな

野村昭夫（桃山学院大学）

箱木屈澄（福島大学）

ければならない。

第 7 条 （会!J.ll) 会且は総会の定めるところにより会役を納めなければならない。
会牝を滞納した者は， 理事会において退会したものとみなす こ とができる。

第 8 条 （維持会員） 本会の目的に狡同し事業の逹成を援助するため，所定の会股を
納入するもの（法人を含む）を理事会の議をへて維持会員に推戦することができる。

第 9 条 （名巻会員） EC研究またはその促進に特に功労のあった者は総会の決議を
もって名抒会只に推胞することができる。
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